
金属火災用消火剤の研究

一一消火実験一一

1 はじめに

現在金属火災は発生件数，損害ともに少なくあまり

注目されていないが，一旦規模の大きい火災を引き起

すと最も厄介な火災になると思われる。我々が最もた

のみとする水や泡沫消火剤は勿論のこと，現在市売さ

れている粉末消火剤，炭酸ガス，四塩化炭素等は全く

効果がなく逆に火勢を大きくするものさえある。常識

的には乾砂を使用すればよいといわれているが，どの

程度効果があるのかも実験的によく知られていない

し，またあるマグネシウム火災にそなえ付の乾砂を使

用した所大爆発を起して死者を出したという報告もあ

る。それで今回は現在金属火災用消火剤として紹介さ

れているTECを始め，文献上効果があるといわれ，

あるいは薬剤の性質上効果があると考えられるものに

ついて簡単な消火実験を行ない基礎資料を得た。また

金属火災防ぎよ上の参考になると思われるので報告す

る。

2. 実験日時および場所

昭和41年 1 月 26 日 ~2 月 5 日

機械工場構内燃焼実験室前

3. 燃料金属および消火剤

1.燃料金属

(1) Mg-Al合金切屑 CMg95%以上〉

(2) 金属ナトリウム

2. 消火剤

21種。第1表および第2表参照。

4. 実験要領

1. Mg-Al合金切屑について

(1)燃料の置方

各種消火剤の量に制限があるので，なるべく小量で

本第二研究室
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雄
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しかも比較差が現われるように燃料金属の量，置方，

消火剤の使用方法，使用量をいろいろ変えて実験をく

り返した。 Mg-Al合金切屑の置方には円錐形，円板

形，短形等いろいろ考えられるが消火開始時期，残量

の測定しやすく，比較的小量の消火剤で済む短形床型

を採用することにした。

予備実験の結果， Mg-Al合金切屑1.5kgを20X40

cmの短形に置くと，ほぼ同量のTEC，融剤等で消火

できる見当がついたので標準としてこの型を採用する

ことにしfこ。

第1図 Mg-Al合金切屑の置方および点火位置

抑制欽:~

(2) 点火方法

第1図短形床型の20cm一辺に沿ってブロム酸カリを

小量まき，中央に硫黄を付着させた綿を置き，それに

マッチで点火した。プロム酸カリをまいた一辺が一様

に着火し，燃えが一線になって進むようにした。

(3) 消火方法

点火後，燃J腕が短形床型の半分まで進んだ時，粉体

の薬剤はシャベノレでもって燃焼前線部分および未燃焼

部分を被覆して消火し，油類の消火剤はヒシャクで全

面に振りかけ，二次火災はドライケミカノレを用いて消

火した。炭酸ガス，強化液はそれぞれの消火器を用い，

水は背負型噴霧器で放水した。なほTEC，ガラス粉

末については上記方法の外1.5kg入りホーン付消火穏

で消火を行ない，消火不能の場合，シャベノレを用いる

方法もとった。それを第1表に示す。
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第 1表

法方火消使用量

背負式噴霧器による噴霧および直状放水

3 g蓄圧式消火器で放射本1 

炭酸ガス消火器で放射

ヒシヤクで振りかけ，二次火災はドライケミカルで、消火1. 5kg 

1.8kg 

1. 85kg 

1. 52kg 

シャベノレで、振りかける。2.0kg 

1. 3kg 

1.5kg 

1.5，2. kg 

1.5kg 

T 

消火不能の場合はシャベノレで、振1. 5kg用ホーン付消火器で放射，
りかける。

シャベノレで、振りかける。

② 

0.8kg 

1.5kg 

1.5kg 

1.0kg 

1.0kg 

1. 5kg用ホーン付消火熔で放射，消不火能の場合はシャベノレで振
りかけるの

① 1.5kg 
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2. 金属ナトリウムについて

金属ナトリウム使用量

一回の実験に使用する金属ナトリウムは 500gとし

た。加熱iliJの形態は立方形および板形である。

(2) 点火および消火方法

52X32X3.5(cm)の鉄製パットの中央に金属ナトリ

ウム 500gを入れ第2図のように下からガソリンで加

熱した。パットの中にも少量のガソリンを入れナトリ

ウムに着火しやすいようにした。

消火はナトリウムが融解し，着火して燃焼が全面に

拡大した時Mg-Alと同じくシャベノレおよび消火器を

月いて行なった。これを第2表に示す。

金属ナトリウムの点火方法第2図
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第2表

消火剤|使用量|消 火 方 法

乾 砂 J 3陶|シャベノレで振りかける

T E CJ① 1拘|

|② " I ~両用ホーン付消火器で
|放射

ガラス粉末 J 1拘叫|シヤベノルレで振りかける

品ぷ三7;二J 0 必
塩化ナトリ<)'C1μ .J J 
ウム 2.5k.同判

5. 実験結果および考察

本実験の観察から得た結果を各消火剤について説明

し，考察を加える。

1. Mg-AI合金切屑の消火実験

(1) 燃焼状況観察

Mg-AI合金切屑はちょっとガソリンで湿した程度

では着火しないが，一旦着火すると白色の炎をあげて

激しく燃える。

マグネシウムの発火湿度は約650
0

C， リボンや削屑

で約510
0

C，細粉で約480
0

Cである。

Mg-AI合金の場合はそれより若干低いといわれて

いる。合金切削の燃焼状態は二つの部分に分けること

ができる。一つは金属が蒸発して燃焼する部分，それ

は強い白色光を放つ 5~6cmの火炎と駿化物の白色煙

をともなに火炎の温度は2，500
0

Cを越えるといわれ

ている。もう一つは火炎も煙もあげない白澄色の金属

表面燃焼である。ちょうど木材の燃焼のように初期に

は発生ガスが火炎をあげて燃え，あとに酸化のおそい

炭火がのこるのと同じである。その炭火に相当する金

属の赤熱状態は30分以上もつづいた。短形床型の一辺

に着火して，燃えがほぼ15cmを過ぎるとほぼ一定の速

度で燃え進むことが分った。

(2) 水

水と燃焼Mg-AI合金切屑がどのように反応するか

を観察した。噴霧水，直状水いずれでも燃焼をいちじ

るしく激しくし 1mほど火炎を吹きあげ飛散させ

た。最も激しく反応するのは白色光の火炎を放って燃

えている所であり，赤熱した表面燃焼の部分は激しさ

が小さかった。全くの未燃部分でも水分を含んでい

て，ある程度の温度霧閤気になると水素ガスが発生し

て燃焼するのが見られた。噴霧より直状放水の方が燃

焼を激しくした，それは放水量に関係していると考え

られる。たとえ小規模のMg-AI合金切屑火災で、も水

を使用すれば爆発的に燃えを激しくし，飛散させるこ

とが分った。

(3) 強化液

3 1型蓄圧式消火器を使用した。消火不能。水と全

く同じ様相を呈した。一般にカリウム複は火炎を鎮圧

する性能を有するが，全く効果は認められなかった。

強化液にかぎらず，水溶液の消火剤はどんなものでも，

火勢をあおり飛散させるだけだと考えられる。

(4) 炭酸ガス

消火器を使用。消火不能。炭酸ガスが燃焼金属の全一

面を覆うように放射したが全く効果は認められなかっ

た。燃焼中のMg-AI合金切屑は二酸化炭素から酸素

を奪って燃焼を継続する。また放射時に一緒に巻き込

まれる空気もあるし，高温では窒素とも直接反応する

ので抑制すらできない。しかし金属一炭化水素の同時

火災が起きたような場合，炭化水素の燃焼による火災

は炭酸ガスによって鎮めることができ，金属火災に対ー

する消防隊員の接近を助けることができょう。ただし

それも炭酸ガスに覆われている問だけであることに注一

定;すべきである。

(5) 菜種油(植物油〉

引火点162.8
0

C，発火点446.3
0

C，比重0.915。消火方

法;菜種油をヒシャクで燃焼部分と未燃部分の境から

始めて，全体に振りかけた。使用量;1. 5kg。消火可

能。菜種油はMg-AI切屑を消火し，菜種油の二次火

災はドライケミカノレで消火て、きた。余熱のある残査』こ

は白い油の蒸発煙が残った。

一般火災においては水が最も有効な消火剤で，その、

第1の作用は蒸発溶熱による冷却である。 しかし金属

火災に対しては最も危険な助燃剤で爆発的な反応をま

ねくことは(2)の通りである。それで、金属火災の冷却弗J

として引火点，発火点の比較的高い植物油を用いる，

すなわち油類の蒸発潜熱による冷却を利用するわけで

ある。しかしそれ自身可燃液体なので当然、二次火災を

起す， この二次火災にはドライケミカノレ，炭酸ガスを

使用する。この場合，充分な量のi由を用いて金属の火

を完全に消火し，金属余熱を油の発火点以下に冷却し

ないと油の再発火をまねし菜種油は液体消火剤とし

ての利点，すなわち急速な冷却，切屑等への渉透，ぁ、

る種のポンプを使用できる等を持つと同時に可燃性で

あるので消火剤とじて致命的な欠点を持っている。し

たがって金属火災の規模，周囲の状態等を適確に判断

し，菜種油とドライケミカル，炭酸ヵースとの連携を密:

にして充分な量を機をいつせずに投入しないと，金属

一炭化水素の同時火災を引き起し，かえって厄介な火

災にしてしまうと考えられる。オープン容器等に入れ

てある切屑等には有効に使えると思う。植物油，動物

油で濡した切屑は自然発火するおそれがあるので消火

後の処置にも注意すべきである。
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なは米国には精製したピーナツ油をベースにした消

火剤がある，それは一つの消火器から炭酸カやスも放射

できるようになっている。

~6) モヒ‘ノレ油(鉱物油〉

鉱物油の代表として手近にあるモビル油を使用し

fこ。

消火方法;(5)菜種油と同じ。使用量1.8kg。消火不

能。大部分の金属を消火できたがほんの一部分残っ

た。ほんの一部分でも残ればドライケミカノレて、は消火

できないので，当然金属 炭化水素の同時火災となっ

た。油類消火剤を使用して失敗した場合は困難性を一

層大きくすることが分った。モビノレ油て、も，容器内で

d燃えている場合等で表面を完全にモヒツレ油で、覆うこと

ができれば消火できると思われる.

{7) TCP+H3B03 (15wt%) 

これはトリクレジルホスフェート(引火点225
0
C， 

発火点3850C，比重1.2，沸点4WC)に15wt%の瑚

散を混合したもの。消火方法;(5)に同じ。使用量;

1. 85kg。消火不能。 TCPの冷却効果とH3B03が分解

してB203となり燃焼表面を覆うことを期待したのだ

が消火できなかった。棚酸による被膜もうまくできな

かった。二次火災の黒煙量は極めて多い，残査も油煙

で真黒であった。 H3B03はTCPに溶解せず，ただ

分散するだけなので時間とともに分離し沈でんする，

使用前に撹持して充分に混合しなければならない。

(8) TCP+Na2B407・10H20(15wt%) 

TPCに棚酸(Na2B407・10H20)を15wt%混合した

もの。消火方法;(5)に同じ。使用量1.52kg.消火不

能。 NaB407・10H20はH3B03よりも一層TCP中に分
散しにくいのですぐ沈でん分離する。結果は(7)と同

じ。

(9) 乾砂

10メッシュのふるいにかけバーナーで乾燥したも

の。消火方法;Mg-Al合金切屑の半分まで燃え進ん

だ時，シャベノレでもって燃焼部分と未燃部分の境から

始めて未燃部分の全部を被覆した。使用量2.0kg。消

火できないが抑制力あり。 Mg-Al合金のような発熱

量が大きく，燃焼の激しい金属は砂の被覆下で二酸化

珪素から酸素を奪って燃え続けるといわれる。乾砂の

粒度が大きいと粒子間に含まれる空気もあり，空気流

通もあるので砂の粒度は小さいほどよい。

実際問題として完全に乾燥した砂はめったになく，

燃焼金属は湿気と反応して水素を発生させ，ある場合

には爆発的に金属一水反応を起すこともあるので注意

を用する。予備実験において自然のままの砂を使用し

てみたが，発生水素の火炎が見られ，抑制j力も認めら

れなかった。乾砂は消火は期待できなくとも抑制力が

あるので，初期において金属火災の周囲に砂を敷いて

金属を孤立させる方法等には有効に使用できると思わ

れる。

同) トリポリ燐酸ソーダ(Na5PSO，O)

白色粒状。融点622
0
C。融解してピロリン酸ソーダ

を生ずる。消火方法;(5)に同じ。使用量13kg。消火不

能。

トリポリ燐酸ソーダの融解潜熱による冷却効果と融

解して生じたピロリン酸ソーダの被覆渉透による窒息

効果とを期待したが消火できなかった。溶融温度が高

過ぎる。溶融しでも流動性がなく， したがって渉透性

もなく窒息効果は小さい。

今回は粒状のものを使用したが，粉体状のものを使

用すればもう少し効果があると思われる。抑制力は期

待できる。

(11) 融剤

金属の融剤として使用されているもので，これは塩

化物の混合である。次の三種類について実験を行なっ

た。

的 S-4; NaCl 269杉， CaCb 649杉， NH4CI10%， 

融剤使用温度2800~5400C 。

消火方法;(9)に同じ。使用量1.5kg。消火不能。

融点が低いので熔融が速く，流動性もよく油類のよう

に流れた。湿気と反応して一時燃焼を激しくした。し

かし渉透性がよいので残火を残さない。

CaCbが多いので吸湿性であり，乾燥状態で貯蔵す

るのはむずかしい。

(吟S-5; BaC12 289杉， NaCl 18%， CaCb 44%， 

ZnC12 10%，融剤使用組度4500~6500C 

消火方法は(9)と同じ。消火可能。第1回目1.5kgを

使用したが失敗した。 2回目 2.0kgを使用して消火で

きた。やはり水分を含んでおり，金属と反応して一時

火炎を大きくする。溶融，流動，渉透状態はよくいい

皮膜を作った。溶融による冷却効果と皮膜による窒息

効果が有効に働いた。付)同様吸湿性の大きいのが欠点

である。

付 S-6; BaC12 34%， CaC12 42%， NaCl 22%， 

Na2B407 29弘使用温度550
0
C~7500 C 。
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消火方法は(9)と同じ。使用量;1. 5kg。消火不能。二

回の実験とも消火できなかった。融1fiJの湿分と反応し

火炎を大きくした。熔融，流動，渉透状態はよい。完

全な未燃部分は残せなかったが，いい皮膜を作って切

屑を固めるので残火を残さない。付)('吋同様吸湿性なの

で乾燥状態の維持がむずかしい。

(12) TEC (三元共品塩化物〉

英国原子力公社で開発した金属火災用の消火剤であ

る。 BaC12(無水)5H杉， NaCl 20%， KCl 299杉の共



品物。灰白色粉末，わずかに吸湿性。吸湿性を小さく

し，流動性を大きくするための添加物を加えている。

融点;555
0 
C土5
0
C，見掛比重;約1.25 g jcc，真比

重 2.5gjcc。

燃焼中の金属と接触すると熔融して全体の上に皮膜

を作って駿素を除き，また熔融潜熱の吸収で温度を下

げて消火する。

① 消火方法は(9)と同じ。使用丑 1kg。消火可能。実

験の結果最もすぐれた消火剤であった。熔融状態もよ

く，渉透性もよく，いいj支膜を作った。予備実験では

Mg-AI切屑の厚さが 2cm程度で、あればわず、か 3~4

cm巾の防止帯で燃焼を阻止することができた。標準の

短形床型の切屑に対しては 1kgで、消火で-きた。切屑の

未燃部分に集中的に使用し， TECの厚さを 1~1. 5cm 

くらいに堆積した所， TECの被覆を 2cmほど融した

が完全に燃焼を阻止することができた。

① 消火方法;1. 5kg入ホーン付消火器より放射。使

用量1.5kg。消火不能。燃焼物に集中的に放射できる

ようにノズノレにホーンを付けたが消火不能であった。

引き続きシャベルを用いて消火した，使用量1.5kg。

TECの消火機構から見ても，燃焼切屑を冷却して消

火するにはかなりの量を必要とすることがわかる。消

火器を使用する場合は飛散せず集中的に放射できる大

型のものが必要で、ある。

(13) 果、鉛末(一級試薬〉

消火方法;(9)に同じ。使用量0.8kg。消火不能。当

日風が強く，燃えが激しい上に黒鉛末の使用量が少な

かったので全然効果が認められなかった。

黒鉛末は耐熱性，耐蝕性に富み，電気および熱伝導

性がよく，滑性がある。化学的には安定な物質であ

り，空気中における着火温度は500
0
C~6000 C以上と

いわれている。

消火剤として使用する場合，黒鉛は熱伝導体および

熱吸収剤として作用して燃焼金属を冷却し，また粉体

でき'っしりと被覆することによって窒息する。したが

って大量に使用しなければ有効な冷却剤および窒息剤

として期待できないわけである。黒鉛をベースにした

金属火災用の消火剤はG-1Powder， Lith-X Pow-

der， Metal Fyr Powder等の名前で種々でている。ま

た黒鉛そのままでも消火剤として奨励されて来た。要

は大量に使用することであるo

(14) 炭酸ナトリウム(Na2C03)

粒状。無水塩は白色粉末で吸湿性である。融点851
0

C，真比重2，5330

消火方法は(9)と同じ。使用畳1.5kg。消火不能。被

覆の薄い所から火を噴き出した。被覆の充分な所でも

内部で燃え続けた。 Mg-AI切屑のような高温で燃焼

( 54 ) 

する金属は Na2C03を分解して酸素を奪って反応する

らしい。若干溶融したが消火剤としては融点が高すど

る。

(15) 塩化カリウム (KCI)(一級試案〉

純粋なものは潮解性はないが精製されていないもの・

はアノレカリ土類を含むので吸湿性である。融点776
0
C。

消火方法;(9)と同じ。使用量1.5kg。消火不能。塩

化カリウムの熔融潜熱による冷却と被震による窒息作

用を期待したが，購入したままのものを使用したので

吸湿しており，使用と同時に湿分と反応をおこし逆効

果をまねいた。被覆の厚い所ほど大きい火炎をあげ塩

化カリがはじけ飛んだ。若干溶けたが融点が高すぎ

る。完全脱水状態で使用しないと効果がない。

(16) ステアリン酸

炭素数18ケの直鎖、飽和脂肪酸。白色。融点 71SC

~720C，沸点360 0 C 。

消火方法は(9)と同じ。使用量1.Okg。消火不能。菜

種油の冷却効果にヒントを得て高級脂肪酸を使用して

みた。全く効果が認められず，火面を広くした。

(17) ステアリン酸パリウム

無色(白色〉結品性粉体。

消火不能。 (16)と全く同じ。

(瑚 ラウリン酸パリウム

無色(白色〉粉体

消火不能。(ゆと全く同じ。

ω) ガラス粉末
ソーダガラス。平均粒度200メッシュ。融点約500

0
C。

① 消火方法;(9)と同じ。使用量2.0kg。消火不能。

ガラス粉末の融解潜熱による冷却効果と被覆による窒

息効果をねらって採用した。抑制力は認められたが消

火できなかった。理由としては熔融ガラスが流動性に

乏しく， したがって渉透性がないこと，ガラスは伝熱

性が小さいため放熱による冷却が小さい等が考えられ

る。

② 消火方法;1. 5kg入りホーン付消火器より放射。

使用量約1.2kg。消火不能。粉体の流動性をよくする

ため1.0%のステアリン酸マグネシウムで混合コーテ

ングした。消火で、きず，続いて1.5kgのガラス粉末を

シャベノレで振りかけたが消火できなかった。

2. 金属ナトリウムの消火実験。

(1)燃焼状況観察

融点97.9
0
C， 20
0 
Cにおける比重0.971，融点およ

び液状における比重0.9287。加熱すると発火する前に

熔融する。燃焼するときは豆粒ほどの澄色粒状になっ

て全表面に広がる。火炎はあげず，酸化物の白煙を大

量に発生する。非常に刺激性があり，毒性があること

に注意すべきである。



(2) 乾砂

使用した砂はパーナーで乾燥したものを容器に入れ

たまま 4日問屋内に放っておいたものである，なおニ

の4日間の相対湿度は40%前後であった。

消火方法;シャベルでもって燃焼ナトリウム全面に

砂を振りかけた。使用量3.0kg。消火はできないが抑制

力あり。最初2.0kgの砂で消火を試みたが，使用と同

時に湿気と反応して火炎をあけた。燃焼ナトリウムは

砂の表面に出て来て効果なし。続いて1.Okgの砂を用い

て被覆した。しかし温度はほとんど下らず，被覆下で

燃え続け，未燃のナトリウムはほとんど残っていなか

った。実際の防ぎょにおいては，乾砂で消火できなく

とも，ある程度抑制できるので燃焼ナトリウムを孤立

させるため周囲に防壁を作る等の使用方法を工夫すべ

きである。しかし湿気にはくれぐれも注意すべきであ

る。

(3) TEC 

① 消火方法は(2)と同じ。使用量1.5kg。消火可能。

最初に1.OkgのTECで消火を試みたが一部に火を残

した，つづいて 500gのTECで完全に被覆した。熔

融ナトリウムの比重が約で0.93，TE  Cの見掛比重が

約1.25，熔融固化するともっと大きくなるので液化ナ

トリウム下に沈む，もしTEC粉末内に吸収しきれな

ければ表面にでてくるので充分な量を使用しなければ

ならない。

完全被覆後24分して掘りかえした所再発火した， 35 

分後同じく掘りかえしたが発火しなかった。充分冷却

するまで被覆のまま放っておく必要がある。

② 消火方法;1. 5kg入り，ホーン付消火器より放

射。使用量1.5kg。消火不能。無駄のないように慎重

に放射した。一応、被覆したが15秒後ナトリウムが表面

に出始め 2分後には元の状態になった。とけたTE

Cが熔融ナトリウムに沈んだためである。

(4) ガラス粉末

ナトリウム量400g 。消火法;(2)に同じ。使用量1.5

kg。消火不能。抑制はできても消火はできなかった。

ガラス粉末の被覆を破ってナトリウムが表面に出た。

被覆下でも乾砂同様燃え続けた。

(5) ステアリン酸ノミリウム

消火方法;(2)に同じ。使用量440g。消火可能。ナ

トリウムに対してはすぐれた消火効果を示した。500g

のナトリウム火災に対して比較的小量 (440g)で消火

できたく但し比重が小さいので嵩は大きい〉。とけたス

テアリン酸バリウムは軽いのでナトリウムの表面に浮

き，表面に密着し窒息効果を大きくする。ステアリン

酸パリウムは発火しなかったが， しかしそれ自身可燃

性なので， ドライケミカノレ，炭酸カ'ス等の消火器との

連携を密にして防ぎょに当るべきである。また火災の

規模や周回の状況をよく判断して使用すべきである。

(6) 塩化ナトリウム

融点;800
0 

C 。比重;2.164 

純粋なものには潮解性はないが，精製していないも

のはマグネシウム，カルシュウムの塩類を含むので潮

解性を示す。

消火方法;(2)に同じ。使用量2.5kg。消火不能。試

P薬として購入したものをそのまま使用したので使用と

同時に湿分と激しく反応して飛び散った。抑制力は認

められたが消火はできなかった。

6. まとめ

以上の実験観察から次のような結論を得た。

1 吸湿性でないこと

ナトリウム， Mg-Al合金切屑は湿気に対して敏感

に反応し，少しでも吸湿していれば火の走りを速くす

る，特にナトリウムは爆発的に反応する。高温の金属

火災は結晶水でさえ助燃剤として作用するといわれて

いる， したがって長期間貯蔵しでも吸湿しないもの，

出来れば結品水を持たないものがよい。

実際の防ぎょに当って砂あるいは工場等にある融剤

を使用する場合はそれらの吸湿度をよく考えて使用す

べきである。

2. 分解して酸素を放出しないもの

高温燃焼の金属は酸素との反応性が大きく，砂中の

二酸化珪素等からも酸素を奪って燃焼を続けるといわ

れる。したがって分解して酸素を放出しないものがよ

し、。

3. 熱吸収量の大きいもの

完全に消火するには急速に冷却しなければならな

い。菜種油， TEC融剤等で消火できたが，それぞれ

蒸発潜熱による冷却，熔解潜熱による冷却が大きい。

また放熱による冷却を大きくするために熱伝導性の

大きいものがよい。

4. 流動性のよいもの

粉末消火剤の場合，熔融した後の流動性がよく，切

屑等の内部まで渉透して行くもの，またナトリウム等

に対しては表面に密着するものがよい。 CaClzを含む

融弗jは流動性，語辞透性がよいけれど吸湿性が大きいの

で実際的でない，ナトリウムに対しは使用困難であ

る。

5. 融点の低いもの

熔融潜熱による冷却(吸熱〉に期待する消火剤にお

いては融点が3000C~5000 Cくらいのものがよい。Mg

-Al合金切屑等の火災には必ずしも 300
0
Cの融点の

ものを必要としないが，アルカリ金属の場合は300
0
C

( 55 ) 



くらいのものがよいと考えられる。

6. 不燃性であること

Mg-Al合金切屑に対する菜種油，ナトリウムに対

するステアリン酸パリウムのように消火能力があって

も，それ自身可燃性のものは使用範囲が大きく限定さ

れる。また使用できない場合が多いので不燃性である

ことがのぞましい。

7. 比重が小さいこと

比重の大きい消火剤は熔融ナトリウムの中に沈み，

思うように表面を覆うことができないことは砂， TE 

C等の例に見るとおりである。したがってナトリウム

より軽い消火剤であることがのぞましい。

( 56 ) 

8. 大量に使用できること

すべての例に見るように，小さい金属火災を消火，

あるいは抑制するにも大量の消火剤を必要とした。し

たがって大量に使用できる経済性のものであるべきで

ある。

9. 腐食性でないもの

施設，器具，機械，その他に対して腐食性であって

はいけない。

10.毒性のないこと

人間および動物に対し毒性でないもの。

その他実際の使用に当っては，各々の消火剤につい

て適した使用方法を工夫すべきである。
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